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検体検査実施料と判断料の累計指標
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実施料と判断料の比較

図表１ 

出典：社会医療診療行為別調査

 

 

 

精度管理参加施設数の推移 
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13 年度を 100 とした指数 図表２ 
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検査料金
衛生検査所調査
にて把握

付加価値

院内検査所で行う主な付加価値
•迅速検査
•２４時間対応、当直体制
•パニック値報告
•病態の変化に応じた対応
•患者情報、臨床情報を踏まえた対応
•院内／院外のカンファレンスなどの実施
•微生物検査等における輸送時の検体変化が
少ない

衛生検査所 院内検査所

衛生検査所と院内検査所の比較
図表３
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微生物学的検査（５項目）の実施料と勘定科目の比率

日本衛生検査所協会調べ
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抗酸菌薬剤感受性検査（4薬剤以上）

抗酸菌分離培養検査１

細菌薬剤感受性検査（3菌種以上）

細菌培養同定検査（血液、穿刺液）

細菌顕微鏡検査(蛍光顕微鏡等)

材料費

試薬原価

労務費

経費

減価償却費

一般管理販売費

粗利

※実施料を１００としたときの比率
実施料

図表４
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